
新課程移行期の
課題と実践

―　石川県立七尾高校の事例から　―

１０、１２月号に引き続き、新課程移行期に特に浮上する課題に対して
どのようにアプローチしているのか、学校事例を通して紹介する。
今号では、生徒把握を軸にして指導の改善を続けている

石川県立七尾高校の事例を取り上げる。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

・中学校を訪問し、生徒の学力、気質、通学方法などをヒアリング【２０１１年１０月号熊本県立第二高校】
・塾講師から通塾している中学生の実態を聞く【２０１１年１０月号熊本県立第二高校】
・小中学校の教師を招いた公開授業研究会を開き、各学校種の状況と入学生の気質を把握
　【２０１２年２月号石川県立七尾高校】

・新入生に「生活進路実態調査」アンケートを実施【２０１１年１２月号大阪府立吹田東高校】
・学習オリエンテーションで予習を体験させ、それを基にした授業を行い、家庭学習の重要性を
実感させる。予習が出来、授業についてこられるかを把握する【２０１２年２月号石川県立七尾高校】

・「目線合わせシート」で時期ごとの面談テーマをすり合わせ、時期に応じた的確な生徒把握を
行う【２０１１年１０月号熊本県立第二高校】

・生徒→担任へ、担任→学年団・進路指導部へという「二段階の吸い上げ」で、生徒にかかわ
る全ての教師が生徒把握を行う【２０１１年１０月号熊本県立第二高校】

・進路マップを活用し、学年の傾向と生徒個々の強み弱みを把握【２０１１年１２月号大阪府立吹田東高校】
・進路マップの分析結果を「進路指導研修会」で全教師に情報共有し、学校全体で生徒を見取る
　【２０１１年１２月号大阪府立吹田東高校】

・「家庭学習時間調査」で教科ごとの学習時間を把握【２０１２年２月号石川県立七尾高校】
・「生活・学習実態調査」で、教科のどの分野が分かっていないかなど学習の内容・質について
把握し、教科担任による面談で更に詳細な生徒理解を行う【２０１２年２月号石川県立七尾高校】

「新課程への助走」コーナーで紹介した生徒把握の手法

中学校時点での生徒の把握

導入期段階の生徒把握

日々の指導の中での生徒把握

　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
で
は
、
特
集
や
当

コ
ー
ナ
ー
で
新
課
程
移
行
期
の
生
徒
把

握
の
重
要
性
を
伝
え
て
き
た
。
左
図
は

当
コ
ー
ナ
ー
で
掲
載
し
た
学
校
の
生
徒

把
握
の
手
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
各
時
期
、
各
校
の
状
況
に
応
じ
て

有
効
だ
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
を
考

え
、
生
徒
の
気
質
の
変
化
を
丁
寧
に
捉

え
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

組
織
的
な
生
徒
把
握
か
ら

学
校
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
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石
川
県
立
七
尾
高
校
は
能
登
半
島
の

中
央
に
位
置
す
る
七
尾
市
に
あ
る
。
能

登
地
方
の
拠
点
校
と
し
て
、
半
島
全
域

か
ら
生
徒
が
通
う
。
県
内
で
も
有
数
の

進
学
校
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
過
疎
化

や
２
０
０
６
年
度
入
試
で
石
川
県
の
公

立
高
校
の
学
区
が
撤
廃
さ
れ
た
影
響
を

受
け
、
こ
こ
数
年
、
定
員
割
れ
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
新
入
生
の
成
績
上
位
層
は
中
学
校

時
代
に
特
に
学
習
を
し
な
く
て
も
上
位

を
保
っ
て
い
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、

一
方
、
下
位
層
に
は
塾
で
の
学
習
に

頼
っ
て
高
校
入
試
を
突
破
し
た
と
い
う

生
徒
が
目
立
つ
。
成
績
層
に
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い

な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。

　
入
学
時
か
ら
こ
う
し
た
生
徒
の
課
題

を
抱
え
つ
つ
、
地
域
の
拠
点
校
と
し
て

進
路
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
が
学
校
の

責
務
で
あ
る
と
、
進
路
指
導
主
事
の
石

田
秋
雄
先
生
は
話
す
。

　「
生
徒
が
自
宅
か
ら
通
え
る
範
囲
に

４
年
制
大
は
な
く
、
進
学
す
る
と
一
人

暮
ら
し
は
必
須
と
な
る
た
め
、
費
用
面

に
お
い
て
も
国
公
立
大
志
向
は
強
く
あ

り
ま
す
。
特
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
り
、
生

徒
も
保
護
者
も
将
来
へ
の
不
安
か
ら
資

格
や
職
業
に
直
結
す
る
よ
う
な
進
路
先

を
選
ぶ
傾
向
が
一
層
強
く
な
り
ま
し

た
。
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
国
公
立
大

に
合
格
で
き
な
け
れ
ば
資
格
が
取
れ
る

専
門
学
校
に
進
む
と
い
う
生
徒
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
可
能
性
を
最

大
限
に
伸
ば
せ
る
進
路
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
学
力
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
が

更
に
必
要
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
」

　
同
校
は
、
完
全
学
校
週
５
日
制
と

な
っ
た
02
年
度
以
降
、
学
習
時
間
の
確

保
と
い
う
観
点
か
ら
試
行
錯
誤
を
続
け

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
大
半
の
生
徒
に

家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
、
平
日
３
時

間
、
休
日
５
時
間
の
目
標
時
間
を
達
成

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
03
年
度

に
始
ま
っ
た
現
行
課
程
、
県
の
公
立
高

校
の
学
区
撤
廃
な
ど
、
そ
の
時
々
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
つ
く
り
上
げ
て
き

た
指
導
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
同
校
は
、
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
行
う
。

　
入
学
１
週
間
後
に
行
う
「
学
習
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
家
庭
学
習

の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
に
、
予
習
の

仕
方
を
指
導
し
た
上
で
実
際
に
予
習
に

取
り
組
ま
せ
、
そ
れ
を
基
に
し
た
授
業

を
行
う
。
３
学
年
主
任
の
中
澤
賢さ

と
し

先

生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
初
め
か
ら
家
庭
学
習
の
目
標
時
間

は
言
い
ま
せ
ん
。
予
習
、
授
業
、
復
習

と
い
う
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
体
験
さ

せ
、
国
公
立
大
に
合
格
し
た
先
輩
た
ち

も
同
じ
よ
う
に
学
習
し
て
い
た
こ
と
を

石
川
県
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七
尾
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０
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４
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５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
早
稲
田
大
、
同
志
社

大
な
ど
に
延
べ
３
７
６
人
が
合
格
。

石
川
県
立
七
尾
高
校

中
澤
賢

N
ak

azaw
a S

ato
sh

i

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。
３
学
年
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石
川
県
立
七
尾
高
校

生
徒
の
実
態
は
指
導
の
結
果
と
捉
え

学
習
時
間
や
意
識
調
査
を
行
い

指
導
の
改
善
に
生
か
す

学
校
事
例

地
域
の
拠
点
校
と
し
て

全
て
の
学
力
層
に
対
応

毎
日
の
家
庭
学
習
状
況
か
ら

生
徒
の
課
題
が
見
え
て
く
る
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新課程への助走

伝
え
ま
す
。
生
徒
は
国
数
英
そ
れ
ぞ
れ

に
１
時
間
は
予
習
が
必
要
だ
と
実
感

し
、
家
で
は
３
時
間
く
ら
い
勉
強
し
な

け
れ
ば
と
理
解
す
る
の
で
す
」

　
４
月
下
旬
か
ら
は
毎
日
、
家
庭
学
習

時
間
調
査
を
行
う
。
毎
朝
、
生
徒
は
前

日
に
家
で
い
つ
、
何
分
、
ど
の
教
科
を

学
習
し
た
の
か
、
就
寝
時
刻
と
共
に
用

紙
に
書
き
、
担
任
に
提
出
す
る
。
担
任

は
一
人
ひ
と
り
の
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
し
、
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
放
課

後
ま
で
に
生
徒
に
返
却
す
る
。
蓄
積
し

た
デ
ー
タ
は
、
個
人
、
ク
ラ
ス
、
学
年

と
い
ろ
い
ろ
な
形
で
集
計
で
き
、
生
徒

個
別
の
学
習
時
間
の
推
移
、
各
学
級
の

学
習
時
間
の
比
較
な
ど
に
も
加
工
で
き

る
。
デ
ー
タ
は
生
徒
へ
の
声
掛
け
や
面

談
に
利
用
す
る
。
校
内
の
パ
ソ
コ
ン
は

Ｌ
Ａ
Ｎ
で
結
ば
れ
、
教
師
は
全
て
の
生

徒
の
デ
ー
タ
を
見
ら
れ
る
。
教
務
主
任

の
大
西
誠
先
生
は
毎
日
の
蓄
積
が
あ
る

か
ら
こ
そ
指
導
に
生
か
せ
る
と
話
す
。

　「
毎
日
入
力
し
て
い
る
と
、
学
習
時

間
が
減
っ
た
ら
悩
み
で
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
教
科
が
偏
っ
て
い
れ
ば
不
得

意
教
科
か
ら
逃
げ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
、
生
徒
の
課
題
が
見
え
ま
す
。
ま

た
、
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
で
生
徒
の
意

識
は
高
ま
り
、
徐
々
に
学
習
時
間
は
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
ど
の
生
徒

も
家
庭
学
習
の
目
標
時
間
は
達
成
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
今
度
は
時
間
は
十

分
な
の
に
成
績
の
伸
び
な
い
生
徒
の
指

導
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
す
」

　
学
習
時
間
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
に

学
力
が
伸
び
な
い
要
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
そ
の
課
題
へ
の
答
え
を
探
そ
う

と
、
毎
日
の
学
習
時
間
調
査
に
プ
ラ
ス

し
て
２
か
月
に
１
度
行
っ
て
い
る
生

活
・
学
習
実
態
調
査
を
工
夫
し
た
。

　
調
査
内
容
は
、
１
日
の
時
間
の
使
い

方
（
平
日
・
休
日
の
教
科
別
学
習
時
間
、

起
床
・
就
寝
時
刻
な
ど
）、
学
習
に
対

す
る
意
識
（
定
期
考
査
対
策
の
開
始
日

な
ど
）、
志
望
校
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。

学
習
に
対
す
る
意
識
を
尋
ね
る
項
目
は
、

教
科
ご
と
に
具
体
的
な
悩
み
を
推
測
し

て
選
択
肢
を
練
っ
た
。
回
答
か
ら
は
生

徒
の
学
習
の
質
を
把
握
し
、
面
談
に
つ

な
げ
る
よ
う
に
し
た
。
石
田
先
生
は
面

談
の
質
が
確
実
に
上
が
っ
た
と
話
す
。

　「
こ
れ
ま
で
は
面
談
の
中
で
悩
み
を

聞
き
出
し
て
か
ら
助
言
を
し
て
い
た
た

め
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
調

査
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
核
心
に
入
れ
る
の

で
話
を
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
、
ア
ド
バ

イ
ス
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
」

　
11
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
調

査
結
果
を
基
に
面
談
で
教
師
が
ど
ん
な

指
導
を
し
た
の
か
記
録
す
る
欄
を
結
果

デ
ー
タ
に
設
け
た
。
こ
れ
を
蓄
積
し
、

同
様
の
回
答
を
し
た
生
徒
の
指
導
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。

　「
課
題
別
に
指
導
を
体
系
化
で
き
れ

ば
、
学
習
の
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
は
な
い
か
と
、
期
待
し
て
い
ま

す
」（
石
田
先
生
）

　
調
査
結
果
か
ら
同
じ
課
題
を
持
つ
生

徒
が
多
い
と
分
か
れ
ば
、
学
年
全
体
、

学
校
全
体
で
す
ぐ
に
対
策
を
立
て
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
11
月
の
調
査
で

１
・
２
年
生
で
は
「
学
習
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た

た
め
、
放
課
後
に
３
日
間
、
学
習
法
を

テ
ー
マ
に
教
科
担
当
に
よ
る
面
談
を

行
っ
た
。
１
年
生
は
生
徒
個
別
に
、
２

年
生
は
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
用
紙
を
配
布
し
て
分

か
ら
な
い
こ
と
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
教

科
担
当
が
見
て
、
必
要
な
生
徒
に
面
談

を
し
た
。
後
日
、再
調
査
を
す
る
と「
学

習
方
法
が
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た

生
徒
が
各
教
科
で
40
〜
60
人
減
っ
た
。

　「
課
題
が
明
確
に
数
値
で
表
れ
る
の

で
、
対
策
を
立
て
よ
う
と
し
た
時
に
教

師
間
の
合
意
を
得
ら
れ
や
す
い
と
い
う

利
点
も
あ
り
ま
す
」（
大
西
先
生
）

　
調
査
結
果
は
個
人
票
に
打
ち
出
し
、

三
者
面
談
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　「
生
徒
が
抱
え
る
課
題
の
原
因
は
何

か
を
、
保
護
者
に
調
査
結
果
を
示
し
な

が
ら
話
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
の

書
い
た
内
容
で
す
か
ら
、
保
護
者
は
納

得
し
て
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
成
績

が
下
が
っ
て
い
る
理
由
は
こ
の
教
科
の

学
習
時
間
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
家
庭
で
の
様
子
は
ど

う
か
と
、
具
体
的
な
話
が
出
来
、
家
庭

の
協
力
も
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」（
中
澤
先
生
）

　
調
査
を
頻
繁
に
行
う
理
由
を
、
石
田

先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
の
実
態
調
査
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、
今
の
生
徒
の
姿
は
私
た
ち
の
指

導
の
表
れ
で
す
。
調
査
は
教
師
の
指
導

の
成
果
を
検
証
す
る
場
と
捉
え
、
調
査

結
果
は
次
の
指
導
に
生
か
す
よ
う
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

き
め
細
か
な
生
徒
把
握
に
よ
り

指
導
の
質
向
上
を
図
る
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調
査
を
通
し
て
分
か
っ
た
生
徒
の
気

質
を
生
か
し
た
取
り
組
み
も
始
め
た
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
自
分
が
納
得
を

し
な
い
と
動
か
ず
、
納
得
さ
え
す
れ
ば

背
伸
び
を
し
て
で
も
達
成
し
よ
う
と
頑

張
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
年
集
会
で
話

す
時
や
配
布
す
る
プ
リ
ン
ト
に
も
、
そ

の
取
り
組
み
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
目
的
や
狙
い
を
明
確
に
伝
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　
週
末
課
題
で
は
、
教
科
ご
と
に
、
狙

い
、
注
意
点
、
時
間
配
分
の
目
安
を
明

記
し
、
生
徒
に
配
布
し
て
い
る
（
図
）。

　「
１
年
生
か
ら
何
事
に
お
い
て
も
狙

い
を
明
確
に
伝
え
る
よ
う
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
も
あ
り
、
３
年

生
に
な
っ
て
、
生
徒
が
物
事
の
意
味
を

よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
３
年
生
対
象
の
添
削
課
題
を
見
て

も
、
思
考
力
や
記
述
力
に
結
び
付
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
」（
中
澤
先
生
）

　
定
期
考
査
で
は
、
各
設
問
の
狙
い
を

明
確
に
し
て
作
問
し
、
試
験
終
了
後
に

正
答
率
や
平
均
点
な
ど
か
ら
、
狙
い
は

達
成
で
き
た
の
か
、
教
科
指
導
の
自
己

分
析
を
Ａ
４
用
紙
１
枚
に
ま
と
め
て
、

問
題
用
紙
と
共
に
校
長
に
提
出
す
る
。

　「
今
ま
で
感
覚
的
に
捉
え
て
い
た
こ

と
を
明
文
化
し
、
狙
い
や
生
徒
の
抱
え

る
課
題
を
よ
り
意
識
し
て
授
業
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
や

課
題
で
の
指
導
の
成
果
を
確
認
で
き
る

よ
う
な
作
問
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
方

針
と
し
て
い
ま
す
」（
大
西
先
生
）

　
こ
の
よ
う
に
、
同
校
で
は
一
つ
の
実

践
で
完
結
さ
せ
ず
、
実
践
か
ら
新
た
な

課
題
と
目
標
を
見
い
だ
す
目
標
形
成
型

の
指
導
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
今
後
は
、
小
中
学
校
と
の
連
携
を
推

し
進
め
る
予
定
だ
。
学
習
習
慣
や
学
習

姿
勢
な
ど
の
定
着
は
、
高
校
の
指
導
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら

だ
。
11
年
度
は
七
尾
市
内
の
全
小
中
学

校
に
呼
び
掛
け
、
公
開
授
業
を
行
っ

た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
根
拠
と
筋
道
を

明
ら
か
に
し
て
考
え
る
力
の
育
成
」。

新
課
程
で
小
中
高
に
共
通
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
言
語
活
動
や
表
現
力
の
育
成

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
公
開
授
業
が
行
わ

れ
た
。
授
業
後
に
は
教
科
ご
と
に
協
議

会
を
設
け
、
小
中
高
の
教
師
が
一
堂
に

会
し
て
意
見
を
述
べ
合
っ
た
。

　「
小
学
１
年
生
の
担
任
の
先
生
が
国

語
の
授
業
を
見
て
、『
授
業
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
指
導
が
あ
っ
た
』
と
発
言
し

て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生
が
感
じ

取
る
も
の
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
中
学

校
の
先
生
方
に
も
影
響
を
与
え
ら
れ
る

部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
高
校
が

中
学
校
の
実
態
を
知
る
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
高
校
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
次
年
度
は
他
地
域
の

小
中
学
校
に
も
声
を
掛
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
で
は
、
今

後
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
、

若
手
教
師
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
新
課

程
に
対
応
し
た
授
業
力
の
向
上
も
課
題

と
な
る
で
し
ょ
う
。
授
業
を
見
た
他
学

校
種
の
先
生
か
ら
指
導
し
て
も
ら
え
る

こ
と
は
、
貴
重
な
経
験
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

図 週末課題の狙いと注意点、時間配分の一覧（２年生文系）

教科 科目 狙い 内容 時間配分 提出先

読解力養成。
基礎基本の復
習

『応用古典』古文「15『増
鏡』」、漢文「19『戦国策』」
※しっかり読解しながら、
未習得の文法事項、句法を
覚えること

２０分
・
２０分

担当者古典

国語
読解力養成。
基礎基本の復
習

『現代文長文演習』「小説 7
『おしゃれ童子』」
※取りかかりは「迅速に」、
演習は「じっくりと」、手を
抜かないこと

２０分 担当者現代文

基礎基本の定
着。模試に向
けて実力強化

今週も指数関数・対数関数。
Ａ問題＋Ｂ問題orＢ問題＋
Ｃ問題。１週間に１単元の
復習。Ｂ・Ｃ問題は２０～３０
分考え、思考を巡らせるこ
と
※土曜講座でＣ問題に取り
組み、解答・解説を行う

６０分 数学Ⅱ
担当者

数学Ⅱ数学

読解力アップ
文法の復習

冊子を仕上げる。長文問題
は選択になっているので、
表紙をよく読んで、選択し
なさい。ただし、難関大志
望の人は三問とも解くこと。
文法問題で分からないとこ
ろがあれば、質問するよう
に

９０分
英語Ｒ
担当者

英語

遺伝問題を
マスターする！

プリント１枚（答えは次週の
最初の授業で配布）

１５分 授業後
集める

理科 生物Ⅰ

基礎基本を固
める！

プリント１枚 ３０分 授業後
集める

地歴 世界史
B

新
課
程
で
の
共
通
課
題
を

契
機
に
小
中
高
連
携
を
進
め
る

課
題
に
は
狙
い
と
注
意
点
を

明
記
し
、
意
識
を
高
め
る

＊学校資料を基に編集部で作成
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